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ライオンズクラブ国際協会 336-A 地区 
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【はじめに】 

＊2023 年 5 月に「提言と試案①」を出稿させてもらい、同年 11 月に第 2 稿

を提言しました。その後、数通の意見をいただきましたが、すべてが A 地区を

案ずるが故の意見や思いであり、貴重な気づきもいただきました。以下、その

意見と検討委員会の見解を交差させてみます。 

 

    ---------------------------------------------------------------------------------- 

 

  世界の人口増加率は 1963 年にピークアウトしている 

 

多くの意見はこれからの人口減を縦軸にし、そこから四国ライオンズ会員数を比例さ

せた横軸で構成されており、この建て付けは、まさに正鵠を射ている。 

人口減は四国の、中四国の、日本の問題だけではない。世界的な問題（危機）であ

り、すでに 1963年に増加率はピークアウトしている。2020年には 1％を下回り、現在は

0.8～0.9％である。更に、経済成長率は 1964年の 6.6％を屈折点とし、今後は 1％の

低空飛行が続くと予測されている。 

一方、四国ライオンズを論ずるに、こんな世界的な調査数字を並べてもピンとこない。

ピントこない理由のひとつとして、それは「厳然と受け入れる」しかないからである。これに

どう対抗すると言っても、その手立ては一国民ではどうしようもない。人口減は分かり切っ

ていることであり、ここに論調をおいても議論に深まりは期待できない、しかし四国ライオ

ンズの会員動向と関連付けて、憂慮するのは至極当然である。 

一方、意見者は「これだけ人口が減っていくのに、ライオンズの会員だけが増えるなん

て情緒的な精神論だ」….との見かたを示している。この見通しも正解である。会員増はう

わべの言葉では語れない、厚い壁がある。 

ただ、我々も、「人口が減っているのにライオンズ会員だけは増える」などと、そんな生

ぬるい幻想は持っていない。会員の維持、拡大に向けては悠長な情緒論を展開する時

間などない、それらは歴代ガバナーの胸には痛いほど焼き付いている。だから、相対とし

て人口減と会員減は、どの場面でも「織り込み済み」からスタートしないと時間の無駄に

なる。 

次である、逆流に船を漕ぐことを避け、「時の流れに身をまかせ」て、行く先は見えるの

か、と云う焦燥感がある、それは敗北の匂いさえもする。経営者の多いライオンズ会員 
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は、自社の朝礼で「世の中こうなので、何の策も打たずに流れて行こう」と訓示するだろう

か、また、四国の人口とライオンズ会員の減少を予測しているが、では、336複合地区

の人口とライオンズ会員は減少しないのだろうか。 

四国で減っていけば、複合でも減っていく。この危機現象はどこの場所に立っても同じ

危機だ。と云うことは、複合に残っても、四国が独立しても「人口減」という洗礼は同じベ

クトルで受けることになる。こと、人口減に関して行く末を案じた結果、「だから複合に残る

のが安全だ」とは一概には言えないのではないだろうか。まさに「前門の虎、後門の狼」の

様相だ。 

 

 信号は何色、黄色か赤か 

 

以下は 2024年 2月末の会員集計である。短期的な増減の波はあれど、長期的な

漸減は否めない。その過去比は従前の提言・試案に記しているので、ここでは再掲しな

い。 

. 

336 クラブ数 結成 解散 増減 会員数 入会者数 退会者数 会員増減 ％ 

A 135 0 0 0 5,070 303 261 42 (0.84%) 

B 82 0 1 -1 2,396 144 114 30 (1.27%) 

C 78 0 1 -1 2,823 166 130 36 (1.29%) 

D 84 0 0 0 2,633 155 128 27 (1.04%) 

計 379 0 2 -2 12,922 768 633 135 (1.06%) 

   

この数字の見方である。「ここまで減っているのだから、ムダに動かず、ジッとしていよ

う」なのか「この勢力のうちに、試行と錯誤を繰り返し、四国の新世界を探ろう」なのか、

だ。しかし答はそう簡単には見つからない。だからこそ、これに関連した多様な意見は貴

重である。重層的な意見の流通は新たな気づきを与え、見えていない問題を浮き彫りに

してくれる。 

我々は、分離・独立のメリットのみは強調はしない。果実を得るには、リスクと痛みをと

もなうのは当然だ。提案書②に、「分割・独立には多くのハードルがある、また分離独立

後にも不断の努力がいる、独立して終わりではない」と記している。 
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また、複合からの独立論議とは無関係にして、いま直ぐにでも、リジョン、ゾーンの再編

成が必要な点も強調している。この再編論議を四国ライオンズ全体で共有できるテーブ

ルがあれば、更なるリスクに気づくこともあるだろうし、早く、この議論を採りあげてもらいた

い。 

         ---------------------------------------- 

視点を変える。我々はライオンズを育てなければならないのに、会員数漸減に支配さ 

れ過ぎ、次の一手が打てないでいる。傍観し、閉塞感さえある。そこで、今の 5,000名

は再生に向けての「黄信号」と、とらえるべきではないだろうか。注意を促されている「い

ま」にこそ動かないと、このママ何もしなければ赤信号が灯る。すると、もう身動きが取れ

ない。「赤」になれば止まるしかない。以下、いただいた意見をもとに、二つの問答を想定

してみる。 

 

① 「分離・独立はクラブの統廃合を加速させるのではないか」 

   分離・独立を目指さなくても、現況にて既に与えられている宿題ではないだろ

うか。この再編を経ずして、独立は考えられない。小規模での R と Zの構成

は効率と合理性に難があるし、旧態依然の 「垣根意識」は新たな景色を展

望させない。独立が統廃合を加速させるのではなく、現下の状況でも喫緊の

課題である。 

また、「統」はあっても「廃」はない。言葉遊びではない、「廃」は悲しい。四

国ライオンズ全体で「再編意識」の醸成が浸透し、今回の、分離独立という議

論を機に再編協議が進むことを期待したい。その意味では、これからの RC、

ZCの仕事は軽くない。 

 

② 「会費の値上げは退会を招くのではないか」  

   これは複合的因子がある。国際会費が 2023年から 3年間に亘って値上

げされることは決まっており。（2023～24年度：年間 46 ドル、2024～25年度：

年間 48 ドル、2025～26年度：年間 50 ドル）更にクラブ個別の事情も絡んだ上

で、「値下げ」という現場は想像しにくい。   

     ディマンドプル・インフレは終焉しても、必然にライオンズ会費は値上がっ

ていく。この必然な値上がりへの解釈は会員個々の判断にゆだねるしかな

いし、個々クラブ運営者の操縦桿にもよる。 
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複合から独立しても、しなくても会費の値上げは常に隣り合わせだし、今

の複合にとどまっていて値上げが回避できる保証など、どこにもない。どん

な組織形態であっても運営費はかさんでいくし、デフレでも物価指数は上が

っていく。 

 

 独立後の複合規模は明らかに小さくなる 

 

①  インフラ規模 

現複合事務局は 379 クラブ、会員 12,900人の所帯規模で運営されてい

る。Ａ地区に絞り込むと 135 クラブ、会員 5,000人の所帯になる。当然Ａ地区

用にインフラ設備も縮小して行く必要がある。現行複合費は 300円/月である 

がこれと同額で試算してみる。 

 

収入合計 300円×12×5,000人=1,800万円 会員の増減はある 

  

支 出 費 目 経 費（万） 備 考 

事務所賃貸料 12万×12月＝120万 駐車場代は個別 

事務員給与・フル 17万×12月×2名＝408万 社会保障含む 

事務員給与・.パート 8万×12月×2名＝192万 社会保障含む 

光熱・通信費 8万×12月 96万  

事務機器リース料 1.5万×12月＝18万 設置台数による 

会議費 5万×12月＝60万 Web会議の推進 

旅費交通費 7万×12月＝84万  

日本ライオンズ費 80円×12月×5、000＝480万 80円はいつまでか 

支出合計 1,458万円  

 

 この他にも、図書印刷費、慶弔費、消耗品費等が発生する。また。複合地区年

次大会費の比重も大きい。その上で、この収支試算が「甘い」のか「まぁまぁこん

なもの」なのかは分からない。意外と多くの費用が発生する費目があったり、その
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逆もあるだろう。ここは実際走り出し、学習しながら修正するしかない。注意したい

のは、上記は会員 5,000人で試算していることだ。 

 

②  人員規模 

キャビネット構成員も肥大化している。毎年、スモールキャビネットは喧伝、標

ぼうされているが掛け声との乖離はある。キャビネット構成員の線引き、人数、

規模はガバナーの専権事項であり、そのガバナーの意向は尊重されてきた。  

       また、キャビネット構成員は無償の奉仕者である。しかし、人数が増えると経

済的コストが増すことには違いない。そこはガバナーの識見に頼る事となるが、

ここでもＲ、Ｚの再編が必要なことが理解できるのではないだろうか。 

 

③  複合地区年次大会費 

もう一つ、注意したいのが「複合地区年次大会費」である。第 69回・福山大   

会では、予算額 1,150万円に対して 1,520万円を支出している。いかにも膨

張しているように見えるが、A地区独立後は華美に仕立てないことが肝要だ。 

大会費＠80円×12×5,000人＝４８０万円が大会に充てられる予算であ

る（一例）。地区運営費が＠220円として総額 1,320万円、この使途内訳とし

て、事務局運営 970万円＋年次大会費 480万円＝1,450万円となり、１３０

万円の赤字スタートの綱渡り予算となる。 このあたりは会員への重要な説明事

項である。 

 

「独立ありき」が、独善で専行しているのではない 

 

 独立を問いかけた提言と試案書②には以下のように記してある。 

「この分割・独立運動の第一歩は地区年次大会でこの案が可決されることだ。Ａ地

区での足並みがそろわなければ、複合で正式議案に認めてもらうための説得力に苦し

む。そして、もちろん予想している、「今の複合に留まっていいじゃないか、なぜ独立す

る必要がある」と云う意見が出ることも。今後、二つの意見が並走する場合、Ａ地区内

で十分な議論は必須で、結果、「今の複合に留まろう」がキチンとした理由で総意とな

れば、それはそれで尊重されないといけない」と述べている。 



 

8 

 

私たちはメリットばかりを強調しているものでもなく、独立ありきを前提にしている訳で

もない。独立を検討する委員会ではあるが、多様な意見を受け容れる立場はニュート

ラルで、分割検討委員会にはアクセルもあれば、ブレーキもある。それらを同じ力で踏

み込める平衡感覚も持ち合わせている。ここの倫理と節度は一同が確認しているとこ

ろである。 

 

なぜ、独立を検討するのか 

 

336複合の中で、四国ライオンズは立場や考えを述べられているだろうかと、ガバ

ナー経験者は疑問に思うことが多い。中国地方の 5県に埋没しているのではないか。

A地区は 336の「おまけ」ではない。複合は行政機関だが、投票権数であったり、

OSEALへの協力金であったり、個々クラブに関係する決め事も成されている。 

「言われるがママになびき、為されるがママに従う、そんなために 1,800万円を出し

ている訳ではない。」と云うのは言い過ぎで、失礼かもしれない。それは我々にも、議

案提出権があるからだ。しかし、大会議事規則を検証してほしい、なんと議案提出行

為が複雑で、厚い岩盤であることか。開かずの門である。ここが「四国ライオンズの立

場や考えを述べられない」という思いにつながっている。それは複合会員数のうち、約

４割占めている A地区に与えられて投票権は、他の準地区同様に１票のみであること

だ。 

地区年次大会の議決は代議員によって成され、その代議員はクラブ会員数１０人

対して 1名の代議員資格が認められている。この比例配分こそが民主主義ではない

か。複合年次大会は「準地区の意見を述べて、聞いてもらう」大会でもある。これでは

A地区の声は複合では反映されにくい。 

また、３３６複合が若者ライオンへの啓蒙を展開しきれていない現実がある。これは

ガバナー協議会に責任があるのではなく、大きすぎて細部に目配りできない物理的要

因だろうし、複合が執行機関ではないからだ。。 

現状の問題を共有してみる、これは複合の問題ではなく、準地区の問題提起とした

い。四国で複合を作る、四国で二つの準地区を作る。これらはすべて「若者仕様」に

向かっている。若者会員が増えないと、ライオンズの馬力はどうしても低下する。その

ためにも、遠い存在である複合と準地区を、体温の感じられる組織に手繰り寄せる必

要がある。 
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どうだろう、こんな現場を感じたことはないだろうか。せっかく若いライオンを迎え入

れても、息苦しさを与え、そこは「結局、何を言っても無駄だ」と思わせ、退会を招いて

いる。ライオンズと云うコミュニティが生かされていない証拠だ。 

二つの準地区が機動力を持ったスモールキャビネットで若者への発信を続けたら、

そして、自画像がライオンズ組織の中で見つけられたら、若者はライオンズの価値を

見つけ易いのでないか。自分の意見が通る風通しの良さ。誰でも、自分の意見が俎上

にあがり、議論され、批判され、そして認められたら、素直にうれしい。そんな機会を得

てもらうためにも独立論議は必要だと考える。 

 

 

①          

                  

 

 

-------------------------------- 

 

 

②  

 

 

 

 

ここはネガティブに考えることが一番のリスクのように思える。まず、行動。まず、挑

戦、そうしないと、自然衰弱に身を任せることに何の抵抗感もなくなり、それは無責任と

も思える。 

こんな意見をいただいた。「独立しても、会員数も減って、資金もなくなり、行き場を

失ってしまったらどうするんですか、元には戻れませんよ」と。この、意見者の忠告もよ

く理解できる。しかし、まだ顕在化していない問題に恐れる必要はあるだろうか。もちろ

ん、問題が顕在化しない周到な準備は要るが、その問題にどう臨んでいくか、の協議

ができるのが 5,000人と云うこじんまりと、しかも四国で構成された複合ではないだろう

か。 
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＊ パティ・ヒル国際協会 会長は「Mission 1.5」を掲げている、なぜか。 

＊ 国際理事会では毎回、新しい議決がなされ変革を目指している、なぜか。 

-------------------------------------------------------一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一部、いただいた意見書には、その宛名が「ライオンズクラブ国際協会 336-A 地区会員

各位」となっているものがあります。地区会員に発信する以上は、キャビネットの了解

を得た「公文書」となっていることを前提として、回答しております。 

 

© 2024 Satomi. All Rights Reserved 
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１ メリット 
・文書の簡便化 

・複合地区、準地区の事務局の固定化が可能となる。 

・上記に伴い、事務局員の人数が少なくてすむ。従って経費の節減となる。 

・事務局員が固定化されることにより事務負担が軽減される。 

・複合地区事務局が近くなり交通費の減少が見込まれる。 

・３３６－A 地区の LCIF も寄付金が今迄みたいに最下位になることがない。 

・四国は一つという理念の下準地区の各クラブが切磋琢磨するようになりクラブの活性化

が図れる。 

・ガバナーを輩出する機会が多くなる。 

 

 

２ デメリット（問題点） 
 

・現在の複合地区では A 地区人数が多いにもかかわらずの優位性がない。 

・現在の複合地区では広すぎて交通に不便である。 

・人口減少や高齢化に伴いクラブや会員の減少が続く。 

・事務局員が固定化されることにより賃金が上がる可能性がある。 

・事務局員が固定化されることにより事務局員の権限が増す可能性がある。 

・ガバナーのレベルが低下する可能性がある。 

・毎年ガバナーの選考に苦慮する。 

 

２ 分割方法（２０２２、７月１現在） 
 

・A 地区（愛媛県・高知県）約２，１００人（子会員２９４人） 

・B 地区（徳島県・香川県）約２，８００人（子会員５００人） 

 




